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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
これは、当方のオリジナルのデータですが、身長の成長率と同様に、体重も成長率をつけていくと、成長ピークの前１年間に急激に体重増加が見られることがわかってきました。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
通常、成長曲線を用いて発育状況は判断される。一般の児童・生徒を縦断的に（何年間か追跡調査を行っている）
その学年の全員を測定したものは横断的調査　全体の傾向は分かるが、個人の成長が反映されない（全国調査で各県の体格の比較などに用いられるもの）
個人の成長の具合と比較するには縦断的曲線を用いるのが一般

就学以前は厚生労働省の管轄、児童生徒は文部科学省の管轄
　厚労省はパーセンタイルを主に使用、文科省は主に標準偏差を用いている
　小児科医が中心に作られている成長曲線では、個人差が大きくなる体重はパーセンタイルを用いている

学校保健法の平成２８年度の改正で成長曲線を積極的に用いる方針がとられて、学校現場でも利用が進んでいる

＜成長曲線の見方＞（通常の説明は１人のデータを用いて説明されるが、双生児の姉妹を並べて比較してみた）
１卵性の双生児は遺伝的にほぼ同一と双生児研究として研究がなされてきた
２卵性の場合、ほぼ同じ環境で育てられたと考えられ、環境要因をある程度一定に考慮される
　　　（同じ競技を同じころから初めて、同じような食環境、練習レベルで育ってきていると考えられる）
右は、身長は＋１標準偏差（SD)、体重はほぼ平均で、少しやせ気味の７～10歳の前思春期であった。
左は、身長はー2SDと背は低いまま身長増加、体重はー１SDで、小柄だがややぽっちゃりであったが、思春期に入り急激に体重増加を見せ、平均まで１SDの増加を示した、身長は0.5SD程度増加を見せている
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
通常、成長曲線を用いて発育状況は判断される。一般の児童・生徒を縦断的に（何年間か追跡調査を行っている）
その学年の全員を測定したものは横断的調査　全体の傾向は分かるが、個人の成長が反映されない（全国調査で各県の体格の比較などに用いられるもの）
個人の成長の具合と比較するには縦断的曲線を用いるのが一般

就学以前は厚生労働省の管轄、児童生徒は文部科学省の管轄
　厚労省はパーセンタイルを主に使用、文科省は主に標準偏差を用いている
　小児科医が中心に作られている成長曲線では、個人差が大きくなる体重はパーセンタイルを用いている

学校保健法の平成２８年度の改正で成長曲線を積極的に用いる方針がとられて、学校現場でも利用が進んでいる

＜成長曲線の見方＞（通常の説明は１人のデータを用いて説明されるが、双生児の姉妹を並べて比較してみた）
１卵性の双生児は遺伝的にほぼ同一と双生児研究として研究がなされてきた
２卵性の場合、ほぼ同じ環境で育てられたと考えられ、環境要因をある程度一定に考慮される
　　　（同じ競技を同じころから初めて、同じような食環境、練習レベルで育ってきていると考えられる）
右は、身長は＋１標準偏差（SD)、体重はほぼ平均で、少しやせ気味の７～10歳の前思春期であった。
左は、身長はー2SDと背は低いまま身長増加、体重はー１SDで、小柄だがややぽっちゃりであったが、思春期に入り急激に体重増加を見せ、平均まで１SDの増加を示した、身長は0.5SD程度増加を見せている
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
１卵性の双生児は遺伝的にほぼ同一と双生児研究として研究がなされてきた
２卵性の場合、ほぼ同じ環境で育てられたと考えられ、環境要因を統
同じ競技を同じころから初めて、同じような食環境、練習レベルで育ってきていると考えられる
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
成長期は当然ながら背が伸びる

男子は中学生の間は伸び続けるが、女子は止まる傾向
女子も脚長は先に緩やかになる　～長管骨の骨端線の閉鎖　　軟骨内骨化
座高も緩やかになるが、脚長に比べると伸びている　～椎体骨　骨端線閉鎖は長管骨ほど顕著ではない
男子はその語に骨端線が伸びると思われる
しかしながら別の要素が身長を伸ばす　　それが男性ホルモンと考えられる
骨の要素であるコラーゲン合成
骨端線の軟骨内のIGF-1はテストステロンの働きを受ける

エストロゲン受容体欠損の男性は背が伸び続ける
つまり骨端線の閉鎖が生じることが背の伸びを止める
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
通常、成長曲線を用いて発育状況は判断される。一般の児童・生徒を縦断的に（何年間か追跡調査を行っている）
その学年の全員を測定したものは横断的調査　全体の傾向は分かるが、個人の成長が反映されない（全国調査で各県の体格の比較などに用いられるもの）
個人の成長の具合と比較するには縦断的曲線を用いるのが一般

就学以前は厚生労働省の管轄、児童生徒は文部科学省の管轄
　厚労省はパーセンタイルを主に使用、文科省は主に標準偏差を用いている
　小児科医が中心に作られている成長曲線では、個人差が大きくなる体重はパーセンタイルを用いている

学校保健法の平成２８年度の改正で成長曲線を積極的に用いる方針がとられて、学校現場でも利用が進んでいる

＜成長曲線の見方＞（通常の説明は１人のデータを用いて説明されるが、双生児の姉妹を並べて比較してみた）
１卵性の双生児は遺伝的にほぼ同一と双生児研究として研究がなされてきた
２卵性の場合、ほぼ同じ環境で育てられたと考えられ、環境要因をある程度一定に考慮される
　　　（同じ競技を同じころから初めて、同じような食環境、練習レベルで育ってきていると考えられる）
右は、身長は＋１標準偏差（SD)、体重はほぼ平均で、少しやせ気味の７～10歳の前思春期であった。
左は、身長はー2SDと背は低いまま身長増加、体重はー１SDで、小柄だがややぽっちゃりであったが、思春期に入り急激に体重増加を見せ、平均まで１SDの増加を示した、身長は0.5SD程度増加を見せている
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